第33回公民館まつり
公民館まつり実行委員会（中央公民館内）　22-3001
日時　3月5日　10時～18時30分
　　　3月6日　9時30分～16時15分
場所　中央公民館
内容　5日：生涯学習講演会、作品展示、体験コーナー、フレッシュスポーツ発表会、ダンスパーティー6日：作品展示、体験コーナー、ふれあい音楽会
■生涯学習講演会
日時　3月5日　10時15分～12時
テーマ　笑って学ぼう～悪徳商法撃退術
講師　夢見亭わっぱ 氏　
夢見亭 わっぱ【啓発落語人】
1982年初高座。川崎市、海老名市などで消費者センターの講師として活躍。悪質商法防止落語で高い評価を得て、神奈川県内のテレビ番組など多数に出演。
■体験コーナー
申込　2月1日～19日までに電話で申し込み
5日
お茶席
時間：12時～15時 　料金：200円 　定員：先着120人　※事前申込は不要です。
フィルムステンド
時間：12時～15時 　内容：鏡、小物作製　材料費：作製物により500円または800円　定員：先着20人
きりえ
時間：12時～16時 　材料費：200円 　定員：先着15人 　持ち物:必要に応じてめがね
6日
パッチワーク（ポーチ）
時間：9時30分～12時30分 　材料費：1,000円　定員：先着8人 　持ち物：洋裁道具
編み物（マフラー）
時間：10時～12時　材料費：1,100円 　定員：先着15人 　持ち物：棒針8～10号
きりえ
時間：10時～15時 　材料費：200円 　定員：先着15人 　持ち物:必要に応じてめがね
フィルムステンド
時間：10時30分～15時 　内容：鏡、小物作製 　材料費：作製物により500円または800円 　定員：先着20人
パソコンで家計簿作成
時間：10時～12時 　資料代：300円 　定員：先着8人 　持ち物：USBメモリ
パソコン操作の相談
時間：13時～15時 　料金：無料 　定員：先着8人

認知症市民フォーラム
高齢介護課地域支援係　23-2511
認知症は、原因となる病気の進行に応じた、適切な支援を受けることが大切です。
認知症を知り、これからの認知症ケアについて考えませんか。
開催日　3月8日
場所　大崎生涯学習センター（パレットおおさき）
申込　3月1日まで電話で申し込み
■第１部　基調講演
時間　10時50分～11時30分
演題　気になりませんか？認知症
講師　旭山病院院長　近藤 等 氏
対象　認知症に関心のある人
定員　300人
旭山病院 院長　近藤 等 氏
1983年東北大医学部卒業。仙台市立病院精神科神経科部長兼老人性痴呆疾患センター室長などを経て、2005年4月から旭山病院勤務。2009年4月から同院院長。
■第２部　認知症ケア研修会　
時間　13時30分～15時30分
内容　認知症ケア原因疾患別の症状・特徴と対応
講師　認知症介護研究・研修仙台センター　研究・研修部長　阿部 哲也 氏
対象　市内の介護事業所（居宅介護支援事業所、居宅介護サービス事業所、介護施設など）、医療機関、薬局・薬店に勤務する人
定員　300人
■その他
介護事業所紹介コーナー
認知症カフェコーナー

醸室春まつり
商工振興課商工振興係　23-7091
場所　みちのく古川食の蔵　醸室

2月21日
■花苗プレゼント
11時から先着50人に花苗を提供
■醸室なべお振る舞い
11時から先着200人に醸室なべ（牛すじ入り）を提供

2月21日～3月6日
■第8回大崎蔵のひな祭り
つるし雛の展示
■甘酒お振る舞い
毎日先着100人に甘酒を提供

2月21日～3月31日
■塩竈の海産物販売
海産物の干物や加工品の販売
■春まつり期間限定メュー
醸室テナントで限定メニューを販売

3月10日
■観光物産センター3周年記念イベント
粗品提供　10時から先着100人に粗品を提供

3月10日～31日
■観光物産センター3周年記念イベント
新酒まつり　新酒の試飲


つるし雛巡りの旅
商工振興課商工振興係　23-7091
　鉄路の駅、まちの駅、道の駅を会場に、「つるし雛」合わせて約2万個を展示します。
期間　2月21日～３月6日
	駅
	場所

	鉄路の駅
	JR古川駅 コンコース（改札口前通路）

	まちの駅
	みちのく古川食の蔵 醸室　寺子屋ホール

	道の駅
	あ・ら・伊達な道の駅 　スパイラルホール


[bookmark: _GoBack]※まちの駅(醸室)の展示時間は、10時～16時（最終日は14時まで）です。
■スタンプラリー
　展示期間中、3つの駅に設置しているスタンプをそろえた人には、醸室内の大崎市観光物産センターDozo（土蔵）で、先着100人にオリジナル商品をプレゼントします。


まちの話題
日本の伝統文化にふれる大切なひととき
　12月26日、富永地区公民館を会場に、「古代米正月飾りづくり＆餅つき体験会」が行われ、地元の子どもたち20人が参加しました。
　地区の正月飾りづくり名人に、作り方を教えてもらいながら、古代米の穂がついた、華やかな正月飾りを完成させました。この日は、餅つき体験も行われ、古代米を混ぜた、つきたての餅をみんなで食べました。
慣れない工具の扱いに苦戦しながら、手作りの正月飾りを完成させました

飛び散る火花に名刀の願いを込めて
　1月5日、日本刀「大和伝」の打初式が、松山地域の九代目法華三郎信房さんの日本刀鍛錬所で行われました。
　約1200度まで加熱した玉鋼に大槌を打ち下ろすと、勢いよく火花が飛び散りました。
　昨年の豪雨災害で鍛錬所が浸水しましたが、心機一転、後世まで残る名刀を作りたいと、ひと打ち、ひと打ち、槌を握る手に力を込めていました。
鍛錬技術の向上と安全を願い、日本刀の打ち初めを行いました

大人の仲間入り市内6地域で成人式
　1月10日、市内6地域（昨年夏に成人式が行われた鳴子温泉地域を除く）で成人式が行われ、1164人が晴れて大人の仲間入りをしました。
　振り袖や羽織袴、スーツ姿の新成人たちは、旧友や恩師との懐かしい再会を喜び合い、お互いの近況を報告し合っていました。式典では、新成人代表が「誓いの言葉」を述べ、大人としての責任を自覚し、決意を新たにしていました。
各地域の新成人代表が「誓いの言葉」を述べ、決意を新たにしました

郷土色豊かなかるたで地域を楽しく知る
　１月11日、新春恒例の第24回岩出山歴史観光かるた・ジャンボすごろく大会が開催され、地域内外から約50人の子どもたちが参加しました。
　岩出山地域の歴史や観光を題材にした47枚の絵札を前に、われ先にと前のめりに構える子どもたち。絵札が読み上げられると、「はい!」という声が一斉にあがり、1枚の札めがけて、四方から勢いよく手が伸びていました。
小さな子どもたちも、家族との練習の成果を発揮していました
